
○少子化と生産年齢人口の減少、企業での人材不足
○出産・育児等を理由に離職する女性が多い
○働くことを希望する女性が継続就業を図るための職場環境
づくりが必要

〇企業の女性の継続就業に係る実態把握が必要
〇企業の管理職等や男性の意識改革

地域の実情と課題

仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組む企業の情報のより
一層の充実を図るとともに、正規雇用での就職を希望する相談者
には即戦力として求められるパソコン操作等に関する短期間の研
修を実施する女性向けビジネススキルアップ研修の情報を提供す
るほか、継続して相談できるように県内企業とのマッチング支援や
相談対応などを行う人材採用コーディネーターへつなぐなど、女性
の就労に向けての不安解消や労働意欲を喚起できるような相談
会を実施する。

今後の課題
女性のための出張労働相談会を実施することにより、働くこ
とを希望する女性の意欲向上につながるとともに、仕事と子
育ての両立支援に積極的に取り組む企業等の情報提供を行っ
た。

【効果検証の概要】
アンケートの結果、相談コーナーを利用し「満足・どちら

かといえば満足」と回答した人の割合が82％であった。

事業の効果

【目標】
相談者満足度：80％

【実績】
相談者満足度：82％

【評価】

相談者満足度は目標値を上回り、アンケートを実施することにより、
次年度の事業策定の参考となる意見を集めることができた。

目的・目標

第２次かがわ働く女性活躍推進計画の基本方針である①女性、
男性、経営者の意識改革②誰もが働きやすい職場環境づくり
③女性が輝く職場づくりの三つの観点のうち、①に基づき、
働くことを希望する女性の就職支援や意欲の向上を図る事業
を実施した。

事業の特徴

女性のための出張労働相談会 【香川県】
総事業費 １１６ 千円

交付金額 ５８ 千円

事業番号 ４

○香川県各種女性団体協議会

○国立大学法人香川大学

○香川労働局

○経済団体、労働団体など

連携団体



事業の概要

既に働いている女性、働くことを希望する女性及び、今はまだ働く女性を意識していない女性をターゲッ

トとした就労相談や情報提供（保育所情報の提供、仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組む企業の紹

介、公共職業訓練の紹介）を行った。

○仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組む企業の情報のより一層の充実

○女性向けビジネススキルアップ研修の情報提供

○県内企業とのマッチング支援や相談対応などを行う人材採用コーディネーターへつなぐ

など、女性の就労に向けての不安解消や労働意欲を喚起できるような相談会を実施する。

○令和４年12月３日（土）、令和５年２月23日（木・祝）の２回実施。（女性が多く参加するイベント会場で実施)

○アンケート回答数は110人、相談者数は11人であった。

令和４年度事業内容

令和５年度以降
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